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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成30年10月11日(2018.10.11)

【公表番号】特表2017-538605(P2017-538605A)
【公表日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-050
【出願番号】特願2017-530329(P2017-530329)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  33/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/34     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/28     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  47/06     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  77/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ   33/00     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/34     　　　　
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｈ
   Ｂ３２Ｂ   27/28     １０１　
   Ｂ２９Ｃ   47/06     　　　　
   Ｂ６５Ｄ   77/04     　　　Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年8月29日(2018.8.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　応力によって引き起こされる裂け目の形成に対して抵抗性のあるライナーであって、
　液体を保持可能なライナーに形成されるフィルムを含んでおり、前記フィルムが、
　ガスに対する第１のバリア層と、
　前記ガスに対する第２のバリア層と、
　前記第１のバリア層と前記第２のバリア層との間に介在的に配置された少なくとも１つ
の追加の材料の層と
を備え、
　第１のバリア層及び第２のバリア層のそれぞれが、ポリアミド、ポリエチレンテレフタ
レート（ＰＥＴ）、非結晶性ポリエチレンテレフタレート（ＡＰＥＴ）、グリコール変性
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴＧ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリ
クロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ又はＰＴＦＣＥ）、環状オレフィン系共重合体
（ＣＯＣ）、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、エチレンビニルアルコール（ＥＶＯＨ）、及びポ
リ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）からなる群から選択される材料からなり、
　少なくとも１つの追加の材料の層が、無水マイレン酸‐改質ＰＥ、低密度ポリエチレン
（ＬＤＰＥ）、メタロセンポリエチレン（ｍＰＥ）、及び直鎖状低密度ポリエチレン（Ｌ
ＬＤＰＥ）からなる群から選択される材料からなる、ライナー。
【請求項２】
　応力によって引き起こされる裂け目の形成に対して抵抗性のあるライナーであって、イ
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ンターフェース、第１の最内層、第２の最内層、第１の介在層、第２の介在層、第１のバ
リア層、第２のバリア層、第３の介在層、第４の介在層、第１のクラッド層、及び第２の
クラッド層を有するフィルムを含んでおり、
　第１の最内層及び第２の最内層のそれぞれが、メタロセンポリエチレン（ｍＰＥ）、直
鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、エチルビニルアセテート及びこれらのブレンド
からなる群から選択される材料からなり、
　第１のバリア層及び第２のバリア層のそれぞれが、ポリアミド、ポリエチレンテレフタ
レート（ＰＥＴ）、非結晶性ポリエチレンテレフタレート（ＡＰＥＴ）、グリコール変性
ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴＧ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリ
クロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ又はＰＴＦＣＥ）、環状オレフィン系共重合体
（ＣＯＣ）、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、エチレンビニルアルコール（ＥＶＯＨ）、及びポ
リ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）からなる群から選択される材料からなり、
　第１の介在層、第２の介在層、第３の介在層及び第４の介在層のそれぞれが、ポリエチ
レンからなり、
　第１のクラッド層及び第２のクラッド層のそれぞれが、直鎖状低密度ポリエチレン（Ｌ
ＬＤＰＥ）、フルオロポリマー及びこれらのブレンドからなる群から選択される材料から
なり、
　前記第１の最内層及び前記第２の最内層が、互いに接触し、前記インターフェースを画
定し、
　前記第１の介在層が、前記第１の最内層と前記第１のバリア層との間に配置され、前記
第１のバリア層が、前記第１の介在層と前記第３の介在層との間に配置され、
　前記第１のクラッド層が、前記第３の介在層の外側に配置され、
　前記第２の介在層が、前記第２の最内層と前記第２のバリア層との間に配置され、前記
第２のバリア層が、前記第２の介在層と前記第４の介在層との間に配置され、且つ
前記第２のクラッド層が、前記第４の介在層の外側に配置される、ライナー。
【請求項３】
　前記第１のバリア層及び前記第２のバリア層が、ガスに対して同一であるガス透過性を
有しており、前記ガス透過性が、前記ガスに対して、０．１から１０ｃｃミル／１００平
方インチ／日である、請求項１に記載のライナー。
【請求項４】
　オーバーパックと、請求項１に記載のライナーとを含む、ライナーベースシステム。
【請求項５】
　応力によって引き起こされる裂け目の形成に対して抵抗性のあるライナーを製造する方
法であって、
　複数の層を有する壁を含む管状構造体を共押出することであって、前記壁が、前記複数
の層の最内層と、前記最内層を囲むバリア層とを含み、前記バリア層が、ガスに対するバ
リアを設ける、共押出することと、
　前記最内層がそれ自体にインターフェースにおいて接触し、前記インターフェースの周
りで前記複数の層の鏡像を有するシート材料が画定されるように、前記管状構造体を畳む
ことであって、前記シート材料が、２つのバリア層の間で捕捉された２つの最内層を設け
る、畳むことと、
　前記シート材料を、液体を保持可能なライナーに形成することと
を含み、
　最内層が、メタロセンポリエチレン（ｍＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰ
Ｅ）、エチルビニルアセテート及びこれらのブレンドからなる群から選択される材料から
なり、
　バリア層が、ポリアミド、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、非結晶性ポリエチ
レンテレフタレート（ＡＰＥＴ）、グリコール変性ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
Ｇ）、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリクロロトリフルオロエチレン（ＰＣＴ
ＦＥ又はＰＴＦＣＥ）、環状オレフィン系共重合体（ＣＯＣ）、液晶ポリマー（ＬＣＰ）
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、ＥＶＯＨ、及びポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）からなる群から選択される材料からな
る、方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　［００３３］バリア層２２及び２４に適しており、且つ中程度の酸素透過性を有する材
料には、限定されないが、ポリアミド、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、非結晶
性ポリエチレンテレフタレート（ＡＰＥＴ）、グリコール変性ポリエチレンテレフタレー
ト（ＰＥＴＧ）、及びポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）が含まれる。バリア層２２及
び２４に適しており、且つ酸素透過性が低い材料には、限定されないが、ポリクロロトリ
フルオロエチレン（ＰＣＴＦＥ又はＰＴＦＣＥ）、環状オレフィン系共重合体（ＣＯＣ）
、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、ＥＶＯＨ、及びポリ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）が含まれる
。
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